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Ⅰ．はじめに 

近年，日本では湿地林の多くが水田や宅

地の増加により消失し，現存する自然湿地

林は私達にとって貴重な財産である。本研

究の対象である大山緑地は帯広市（図−１）

の中心部から南西に３km ほど離れた市街

地に位置し，隣接する若葉の森の湧水から

形成された自然湿地林であり、湿地林特有

の動植物が生息する生物多様性の高い場所

であった。しかし，大山緑地でも近年，周

辺宅地の増加により乾燥化が進行し，エゾ

サンショウウオ等の湿地特有の水生生物が

確認されなくなり，大山緑地は湿地とは呼べない状態とな

りつつある。これらの現状を踏まえ，本研究室では，2010

年より生物多様性，特に水生生物の保全を目的とした大山

緑地に対する人工給水を開始した。そこで本研究では，大

山緑地の長期的・季節的地下水位に人工給水が与える影響

を検証し，大山緑地を含む自然湿地林の保全・復元を考え

る上でのデータを得ることを目的とした。 

Ⅱ．調査方法  

大山緑地における地下水位の長期的変動を把握するため，

帯広開発建設部が設置した水位観測井（以後，帯開建観測

井と呼ぶ）の 1980 年から 2012 年までの地下水位データを

用いた。なお観測には自記水位計を用い，毎時観測を行っ

た。また，季節的地下水位変動を把握するため，図−２に示

す大山緑地内に設置した 18 観測井（観測井 1-15 番，帯開

建観測井，人工滞水域，自然滞水域）において，2012 年の地下水位観測を行った。観測は

電極感知式水位計（目視観測）を用い，週 2 回，融雪期には毎日行った。 

Ⅲ．結果および考察   

1)大山緑地における長期的地下水位変動

帯開建観測井における過去 32 年間の地下水位変動より（図−３），1980 年から 
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図−１ 帯広市の位置図

図−２ 大山緑地における地下水位

観測井位置図  
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2005 年までの 25 年間で地下水位は

最大 1.3m 低下した。この水位低下は

周辺の宅地開発による宅地面積・下

水道集水面積の増加が要因と考えら

れる。 

しかし，2009 年からは若干の地下

水位上昇が確認でき，2012 年には年

平均地下水位 93.7cm となった。この

地下水位上昇は，大山緑地周辺の状

況や年降水量に特段の変化がないこ

とを考えると，2010 年からの大山緑

地への給水が影響したものであろう。 

2)大山緑地における人工給水の影響

人工給水が地下水位に与える影響を

検証するため，人工給水を行なってい

る人工滞水域の地下水位（図−４）とか

つては通年滞水していた No.4 観測井

の地下水位（図−５）を比較した。 

人工滞水域観測井は大山緑地中央部

に位置し，この年平均地下水位は

-0.8cm，年最大地下水位は-5.0cm であ

った。また、地下水位変動幅は非常に

小さく，降雨による影響もほとんど受

けていない。これは人工給水を行って

いるため，降雨の影響を受けることな

く地下水位は常に一定で高く，滞水を

維持したと考えられる。 

一方、観測井 No.4 は大山緑地北東部

で道路側に位置し，この観測井での年

平均地下水位は 27.7cm，年最大地下水

位は-41.0cm(５月５日)であった。また、

地下水位変動幅は大きく、降雨直後は

地下水位がすぐに上昇するが、降雨終

了後は急速な地下水位低下が起こって

いる。これはこの地点が道路に近いた

め排水が促進されたものと考えられる。 

 以上の結果より、給水をおこなっている人工滞水域では通年の滞水維持が可能となり，

水生生物が生存する条件が整いつつあると考えられる。 

図-４ 2012 年  大山緑地における日地下水位と日降水

量の関係（人工滞水域） 

図-５ 2012 年  大山緑地における日地下水位と日降水

量の関係（観測井 No.4） 

図-３ 大山緑地における長期的地下水位変動と年降水

量（帯開建観測井） 
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